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 校長と児童コーディネーターによる校門での挨拶
 朝会や朝の会を通して、あいさつの大切さを指導している。
今年度より、隔週の金曜日にＰＴＡボランティアによる挨拶運動
も行われた。

 読書が好きという児童が約８割いるという結果になったが、保
護者は６割程度となっている。この結果から保護者が思ってい
る以上に、児童は読み聞かせが好きだということがわかる。今
後も本に関心が持てるように読書推進に努めていきたい。

学　校　名

成 果 と 課 題

川っ子は　かしこく　やさしく　自分らしく
考えを深めていく子（かしこく）　分かり合う子（かしこく）
仲間を大切にする子（やさしく）感じる心・感謝の気持ちを大切にする子（やさしく）
自信をもてる子（自分らしく）　前向きに行動できる子（自分らしく）

なかよし班活動では、６年生が中心となってグループで遊びを
行ったり、青空給食を楽しんだりした。低学年は自分よりお兄さ
んお姉さんと遊んだり、高学年はリーダーを経験したりと色々
な学年と関わることで児童の成長に繋がっている。

 児童・保護者とも良い評価が8割以上が良い評価となった。こ
の結果から多くの児童が楽しく学校に通えていることが伺え
る。これからも児童が楽しく安心して通える川中島小学校にな
るように、保護者が安心して通わせられるように努めていきた
い。

 子どもが主役の学校を目指し、子どもたちが生き生きする授
業作り、地域と繋がり発信していく教材開発・見直し。児童指
導・支援の推進を中心に子どもたちが自分の良さを見つけ、共
に支え合えるような関係作りに力を注いだ。各学年目標にも自
己肯定感が高まるような目標を設定してもらい具現化を図っ
た。

 教育相談の充実を図り、困り感のある児童の早期発見と個に
応じた配慮を行った。コーディネーターの教員の全体計画のも
と、特別な配慮が必要な児童の学習支援を、また低学年で
は、教員とボランティアでチームを組んだ放課後の学習支援を
行った。また、本校での特別支援教育の取り組みを理解して
いただくため、支援教育だより「手と手と手」を発行したり、教育
相談希望を広く受け付けたりした。

 図書司書を中心に図書ボランティアが、図書室の整備、季節
にあった掲示物、図書の紹介などを行った。各学年実態に
あった読書指導の方法を検討し、取り組んだ。また高学年児
童による本の紹介カードの作成を行った。

児童が自信を持って学校生活を送っているというアンケート項
目が７月より１２月のアンケートの方が良い結果となっている。
この結果から、児童が学校生活に慣れ、自分の力を発揮し、
自信をつけていることの表れている。今後も「子ども」を主語に
した活動を多く取り入れていき、誰もが活躍できる学校をめざ
していきたい。

 コーディネーター、担任、家庭との連携を図り、ケースに応じ
て外部機関にもつなげることで迅速な対応を心がけていく。ま
た、保護者に引き続きコーディネーターの役割や相談窓口とし
ての周知にも力を入れていく。今後も、教室に入れない児童に
はホットルームなどの別室での取り出しを行いハードルを下げ
ていく。

具 体 的 な 改 善 策評 価 項 目

　川崎市立川中島小学校

７月・１２月のアンケートとも、８割の児童が進んで挨拶をしてい
るとの結果となった。毎朝登校する際には、元気に「おはようご
ざいます」と、挨拶する児童が多い。また、来校者や地域の方
が歩いていると、「こんにちは」と声をかけられる姿も多く見られ
る。どの児童も習慣化するように、大人も進んで挨拶する姿を
見せていきたい。

 異学年交流「なかよし班活動」の内容を精選し、児童の絆が
深まる取り組みを実践した。
 異学年交流として、１年間を通し、たてわり工作やゲーム・青
空給食など交流活動を進めた。
なかよし班活動では、例年通り小さなグループ単位で活動を
行っている。

 学校と家庭の連携、地域との協力を進めることを通して、今後
も読書意欲を高める取り組みを進めていく。学校図書司書の
存在を最大限活用し、子どもたちが様々な本に触れられるよう
にすると伴に、児童のニーズに合った図書の購入計画を進め
る。

 これからも学校や地域で挨拶できるよう、挨拶の大切さを朝会
や学級指導で伝えていく。
代表委員会や高学年が呼びかけることで意識が高まったので
継続していく。

 異学年交流の良さを再認識し、なかよし班活動の場面だけで
なく行事や日常の学習場面でも交流が進むように、多様な機
会と方法を検討していく。

校　長　名

堀江　広志

今年度の重点目標
・学ぶことの楽しさ、つくりだす喜びを実感できる授業づくり
・互いのよさや違いを認め合い、思いやる心の育成
・主体性・協働性を育む特別活動の展開
・進んで集団に関わることを通して、物事の善悪をきちんと判断し、ルールを守る規範意識の育成
・学校が好き、自分が好き、友だちも好きと思える子の育成（自己肯定感を高める学校、学級づくり）

 自己肯定感を高めていくことが子どもたちの学力や生活力の
向上につながっていくと考える。子どもたちはよいところは認め
てもらい、ほめてもらうことで自己肯定感が高まる。今後も、学
習や係・委員会活動等で自分が頑張っていると感じ、友達や
身近な大人から認められる経験を重ねられるよう全教職員で
支援を進める。
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学校番号

5



6

事件・事故に対応する活
動

7

コミュニティスクール

8

環境の整備（清掃）

9

きめ細やかな学習・学習
形態の工夫

 外部機関（警察・交通安全協会など）とも連携して交通
安全の意識を高めていく活動を模索していきたい。防
災訓練については、いつも決まった日時に行うのでは
なく、様々なケースを想定し実施していく。今年度、防
犯訓練を行い不審者対応について職員も児童も対応
について学んだが継続して行うことで、より柔軟な対応
ができると思うのでやり方等を考えて継続して行ってい
きたい。

　《本年度のまとめ》
　本校は、川崎市のコミュニティ・スクール研究指定校として１７年目を迎え、「参画・協働・共汗・共創」
を合言葉に、外の風すなわち変化する社会の動きを取り込み、世の中と結びついた授業を展開できる
ように、地域力をマンパワーとして今年度も「地域とともにある学校づくり」を進めてきた。
学習指導要領は、実施される2020年からその10年後の2030年ごろまでの間、子どもたちの学びを支
える役割を担っている。2030年ごろの社会の在り方を見据えながら、これから子どもたちが活躍するこ
とになる将来について見通した姿を考えていくことが重要になる。また、学習指導要領では、各教科の
目標が育成すべき資質・能力の３つの柱に沿って構成されている。このことは、学校における全教育
課程において資質・能力の３つの柱をもとに、グランドデザインを見直していく必要があると考え検討し
てきた。学校評価アンケートの結果、教職員、コミュニティ委員、保護者の方からも、３つの柱に沿って
育てたい「川中島の子どもたち」についてご意見をいただき、学校教育目標を検討してきた。そこで、
学校教育を通して育てたい姿と「生きる力」の理念を具現化する、誰もが覚えやすく親しみやすい学校
教育目標を考えた。
　
 
 

　
　
　

項目２　自己肯定感
アンケートの結果から、児童が自分らしさを発揮できるようになってきた様子が伺える。コロナ禍の
影響がようやく払拭できるようになってきた表れだと感じられる。これからは、より自主的な児童の
活動のため、教職員と保護者、地域が協力体制を組んでいくことを願っている。

項目３　図書活動の推進
読み聞かせや読書することが、高評価だったのは、色々な本やお話に出会えたこと。さらに想像力
や集中力と情緒面を豊かにするきっかけが繋がったことだと考える。また、図書室での工夫、スタン
プ集めや壁飾り等からも刺激を受けたのではないかと思う。引き続き児童が利用しやすい環境作り
をお願いしたい。

項目４　進んで挨拶する子どもたち
児童は「おはようございます」だけでなく「お疲れ様です」「頑張ってください」などの声かけもしてい
る。時には気分が優れない時もあると思うが、目を合わせて挨拶をする元気でやさしい児童が増え
てきたと感じる。

 コミュニティスクールとなり１８年目である。地域の皆さんととも
に歩む学校を目指している。学びの支援、安全、情報発信、
学校評価など、学校生活のさまざまな場面でコミュニティのメン
バーがサポートしていることを子どもや保護者に伝えてきた。
　コミュニティのサポートにより、地域人材の活用を活発にした
り、学校環境の向上に取り組んでいる。

 今年度も学習や学校行事など様々な場面で地域の方からサ
ポートを受けることができた。児童も学校生活の中で地域の方
との繋がりを感じていることがアンケート結果からも伺える。保
護者へは学校だよりやコミュニティだより、ホームページなどを
活用して情報を発信し周知できるように努めた。

 コミュニティ便りの発行や学校ホームページでの紹介、
掲示板による広報、ＰＴＡ広報誌での紹介を一層進め
ていく。さらに、ＰＴＡとコミュニテイが協働し関わる機会
を増やし幅広い広報活動をしていく。
コミュニティスクールの活動を見直したり工夫したりして
活動を考えていきたい。

 全校で清掃の方法について同じ指導をし定着してきた。みん
なで使う場所を清掃する大切さを各学年なりに伝え活動した。
　

９割以上の児童が学校をきれいに保とうとする意識を持ってい
ることがアンケート結果から伺える。生活目標を通して全校で
意識したり、保護者とともに取り組むピカピカタイムをしてきたこ
とが意識の高まりに繋がったと考えられる。今後ももに回りに目
を向けられるように指導を進めていく。

きれいな過ごしやすい学校を重点目標において取り組
んでいく。学年によって清掃の仕方に大きく違わないよ
うに共通理解を図っていく。引き続き、保護者との清掃
を行う機会を設け児童の清掃への意欲に繋げていきた
い。

学 校 関 係 者 の評 価

　「自分の身は自分で守る」を合い言葉に、どのように行動す
ればいいかを自ら判断できるように指導を進めている。防災訓
練では、年度最後の訓練を、予告なしで休み時間に行い、自
主的に行動する力の定着を確認したり、コミュニティで「川っ子
防災ハンドブック」を作成したり、防災教室を行い、災害時の対
応や準備しておくとよいものなどを確認することができた。
今年度は、不審者対応の訓練を行い「放送の合い言葉」で不
審者の侵入を知り安全確保の動きについて学んだ。

　算数については、３年生から少人数指導を導入することで、
少人数指導の充実を図った。視覚的な教材を導入し、学習に
困難が見られる子への配慮を行った。
　学年によって、教科担任制やチームティーチング、習熟度別
学習を進めるなど、子どもたちのニーズに合った学習を検討
し、実践を進めた。

公道の歩行の仕方や自転車の乗り方については、日常的に
指導し、特に年度初めや長期休みの前には、時間をかけて指
導をしている。また、自分自身の身を守る方法を学ぶ場とし
て、１・３年生は毎年交通安全教室を開催している。交通安全
に関しては、常日頃の声かけが大切になってくる。引き続き、
学校でも交通安全の呼びかけや指導を行うとともに、登下校時
には見守り活動の方々にも協力をいただきながら事故防止に
努めていく。

各教科において、児童の疑問や思いなどをもとにしながら学
習を行っている。その中で児童の「できた」「わかった」がアン
ケート結果から９割を占めていることから学力の定着へと繋
がっていると考える。さらに「わかった」「できた」が増え、学習
の楽しさを感じられるように一人一人の実態を把握し個別的な
支援を大切にしていきたい。

項目１　子どもの自己肯定感を高める
アンケートから多くの児童が互いに助け合い、思いやりを持って楽しく過ごしている様子が伺えた。
なお、楽しくないと感じる児童を見落とさず、先生と声を掛け合いながら支援体制の充実を図り、保
護者に安心してもらえる学校環境の実現について共に考えていきたい。

今年度の学校運営のまとめ　・　次年度へ向けて

 ＧＩＧＡスクールの設備が整い、４年目となる。ＧＩＧＡの
特性を生かし、個別最適な学び、協働的な学びの授業
を推進していく。引き続き、少人数教室の継続や交換
授業により担任が他のクラスの教科を行うことで教材研
究の負担を減らすとともに、チームとして学習面でサ
ポートしていきたい。



項目８　環境の整備
１２月は７月のアンケート結果から「進んできれいにしている・している」が３％増えており、進んで学
校をきれいにしようという意識が高まっていると思う。普段の掃除も児童たちが丁寧に行っている様
子を見かける。美化委員会がきれいだったらクラスに賞をあげているという記述もあり、みんなで学
校をきれいにしようと頑張っている姿が素晴らしいと思った。

項目９　きめ細やかな学習・学習形態の工夫
先生方の教材研究・授業づくりの工夫や、個々に見合った場で学習することにより、９割以上の児
童から高評価を得られたのだと思う。ＧＩＧＡ端末を使っての学習も定着し、学ぶことの楽しさを見い
だしている児童も多いのだろうと思われる。今後も学校と家庭の両方で、児童の支援をお願いした
い。

　
今年度は、秋の涼しい時期での運動会を行った。高学年は競技内容を自分たちで考えるなどし自主
性が育った。生活や総合では、ゲストティーチャーや川中島のまちとのかかわりを大切にした学習にも
取り組むことができた。３年生は、大師公園のイベントに参加・４年生は長十郎梨の販売のお手伝い
や地元のお漬物屋さんと商品開発や商品のラベル作り・５年生は、地元の大師でおせんべい屋さん
からおせんべい作りを習いバザーで試食会・６年生は川崎市１００周年で川崎の魅力を伝えるために
飛躍祭・市民祭りなどにも参加し、どの学年も調べるだけでなくアウトプットを意識した学習を行った。
地域や市民の方からも声をかけていただいたことで児童の自己肯定感が高まった。子どもコミュニティ
会議では、放課後の遊び方・スマホの便利なこと・困ったことについて話し合いが行われた。放課後の
遊び方のルールや情報モラルのルールができていない子がいるなどが話題となった。幅広い年齢層
との多様な交流の機会となった。
《次年度に向けての取り組み》
（１）子どもが主役　～子どもたち一人一人の可能性を伸ばす教育課程の創造～
◆学習指導要領の全面実施に伴い、新しい時代に必要となる資質や能力の育成を見据えたグランド
デザインの検証をしていく➡『社会に開かれた教育課程』の実現をめざす。
◆コミュニティ・スクールとしての強みをさらに生かし、社会に開かれた学校づくりを推進する。
◆個別最適な共同学習が、浸透するように研修・校内研究で推進を図る。

（２）教職員の働き方改革について
◆教職員が心のゆとりをもって児童と向き合う時間や授業の準備の時間を確保していくことでやりが
い・働きがいのある職場づくりをさらに進めていく。

項目５　異学年交流・なかよし班活動
７月と比べて１２月のアンケートでは数値がわずかに落ちていたが、記述では良い評価が増えてい
た。特に６年生への感謝の声が多く、児童の成長を感じた。「他学年との交流がもっとほしい」という
願いもあり、次年度の更なる充実に繋げてもらいたい。

項目６　事件・事故に対応する活動
アンケートの結果、保護者より児童自身の危機管理が薄く感じられる。登下校中に信号機のない交
差点や横断歩道なだ地域近隣の町内会などの方々による見守り活動が行わられる中、各家庭で
も再度交通安全に意識を持ち、休日や放課後の過ごし方、通学路の安全を再確認して欲しいと思
う。

項目７　コミュニティスクール
直接関わる児童と比べて、保護者はコミュニティのサポートに触れる機会が限られている。今後
は、児童との関わりを通じ、活動内容を少しずつでも周知できるようにし、また保護者の方々と共に
学校生活の更なる充実実感をいただけるように努めていきたい。


